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あくしゅ、あいさつ、ありがとう 

～ めざせ！ マナーも日本一 ～ 
 
 

【マナー委員の皆様へ】 

 

大会に参加するには、「ルール」や「マナー」を守ることが大前提です。身勝手な考

えで行動する人が多かったり、モラルが低下したら、参加するためのルールが増えて、

参加しにくい大会となります。 

人の感覚には個人差があり、その常識も千差万別です。だからこそのルールではな

いでしょうか。 

大会参加について、マナー委員を中心にクラブ内で話し合い、それぞれの内容を

確認した上で、大会に臨んでください。 

 

これまでの大会の反省から、以下の22項目について具体的に掲げました。 

クラブの代表者及びマナー委員（マナー委員ビブス着用）は、競技ルールや 

公共施設の使用上のマナーやエチケットの指導をお願いします。 

 

①マナー委員はビブスを着用してください。（大人の方が着用） 
 

②１日目の受付で、マナー委員ビブスをお受け取りください。 

ビブスは、ご自分のチームの最終日まで着用し、お帰りの際には受付付近の返却用箱に入れ

てください。【返却済みの〇をお願いします。】 
 

③クラブの応援旗（横断幕など）は、大人の方が取り付けと取り外しをお願いします。 

  ※クラブロゴ以外の企業ロゴを入れた応援旗は、会場内には（敷地も含む）取り付けできません。 
 

④応援席（椅子）の上を歩かせないでください。 
 

⑤ゴミは必ずお持ち帰りください。（使用した場所の掃除も忘れずに） 
 

⑥競技場内は土足厳禁です。上履きをご準備ください。 
 

⑦マットサイドでの一脚、三脚等を使用したビデオ、カメラ撮影は、危険防止のためできません。 
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⑧危険防止のためマットサイドでの携帯椅子での応援はできません。 
 

⑨会場内の電気コンセントより、ビデオ、携帯電話等の充電は禁止します。 
 

⑩応援席のテーピング等での確保はできません。応援席は、大会実行委員会からの指示に従っ

て、譲り合ってご利用ください。 
 

⑪レスリングシューズは清潔に保ちましょう。（レスリングシューズで外へ、出ることはできません。） 
 

⑫アップ場所以外でのアップはできません。（ロビー等でのアップは禁止） 
 

⑬会場内はもちろん、階段を走ることは、たいへん危険です。絶対にやめましょう。 

（おにごっこやかくれんぼはやらない。） 
 

⑭二階席最前列の手すりに下に物を置かない。（弁当、ペットボトルなど） 
 

⑮二階席最前列の手すりから、顔を出さない。 
 

⑯二階席最前列の手すりから、身を乗り出してのカメラやビデオ撮影は危険です。 

やめましょう。 
 

⑰階段、ロビー等で遊ばない。 
 

⑱トイレをきれいに使用する。 
 

⑲ガムをかんだら、きちんと紙に包んでからお持ち帰りください。 

（トイレ等に捨てないでください。） 
 

⑳試合が終わった選手（特に負けた選手）へ対しての暴言や暴力は子どものためになりません。

絶対にやめること。 
 

㉑喫煙は喫煙場所のみでお願いします。 
 

㉒その他、公共道徳に反することや危険であると思われることはやめましょう。 
 

 

【注意】 

●各クラブのマナー委員は、クラブの保護者、子どもたちへのマナーの徹底をお願いします。 
 

●マナーを守らないチームは、チーム名を言ってアナウンスします。 

２回続いたら試合会場から退場とします。 
 

※マナー委員会が、会場内を巡回します。 

自分のクラブが注意を受けないよう、子どもたちや保護者の方々に周知徹底してください。 


